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＜あらまし＞ 

小学校教育現場では、教科学習においても、マルチメディアを用いたコンテンツが広く提供

されはじめている。また、教員自らがデジタルコンテンツを作成することも多くなっている。

しかし、今まで数多くのマルチメディア・コンテンツが開発され有償・無償配布されてきたが、

独自のインターフェイスで作られている。結果、各コンテンツが、閉じた世界を形成している

ことが、教員が自らの授業（指導）案に適した形で活用するには、使いにくいものとなってい

る。そこで本発表では、小学校の理科教育をテーマに、教員が自らの授業案に沿って、素材を

自由に並べ替えられ、オリジナルの素材を容易に追加できるプラットフォーム”ReKOS”を紹介

する。さらに現場での活用のための今後の実証実験の取り組みを述べることとする。 
 
＜キーワード＞ 
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1. はじめに 
 

情報通信ネットワークの拡大と、マルチメディア技術の革新、PCの個人レベルへの普及により、

学校現場にも、資質向上と充実に対する様々な新しい社会が生み出されようとしている。特に、文部

科学省の施策として、各教室には数々の情報機器等が、配備され、デジタル教材を活用する物理的な

環境は整いつつある。内容においても、文字情報に加え、マルチメディア（映像・音楽）を用いたコ

ンテンツが広く提供されはじめている。教員自らが容易にデジタル教材を作成することができる。 
結果、実用的かつ標準的なプラットフォームおよびデータベースの実現が必須である。同時に、そ

れらの実践的活用に関わる課題を検討することが急務である。特に、総合的な学習の時間だけでなく、

教科科目内容と整合性のあるデジタル教材を多面的に利用することが求められている。 
 
2. 技術的背景と現状 
 

各々のコンテンツは、扱うテーマや異なった XML 形式[1]のため、独自の仕様で作られている。具体

的には、各コンテンツのメニュー、画面構成等々である。単独のコンテンツとして利用するときには問

題にならない。しかし、教員が、学習指導要領に沿った形で、自ら指導（教）案を作成し、さらにネッ

トワークを介し、教育センターに構築する副教材としてのデータベースに蓄積したり、再利用のために

検索したり、あるいは他の教員が再利用・加工できる仕組みは現在皆無である。 
特に、授業で使いたい画面（素材）が複数のコンテンツに渡っている時や、無償で配布される最先端

の研究成果や地域性のあるオリジナルな画像と市販コンテンツを併用して使いたい時などは、操作系の

違うソフトウェアを同時に起動しておくなどの工夫が必要となっており、実際の授業での有効的利用が

進まない要因となっている。 
 



3. 実証実験のアプローチ 
3.1 デジタルコンテンツ用共通プラットフォーム 
 

2章の考えに基づき、それらを実現できる共通プラットフォームとして、ReKOS[2]がある。 
 

■ReKOS（Research Knowledge Organizing System）プロジェクト 
メタデータによって整理・蓄積された情報を知識の最小単位として扱い、その知識オブジェクトの

共有や再利用が手軽に行える、使いやすいシステムを総合的に提供することを目指す。 
 

■ReKOSのシステムの概要 
(a) デジタルコンテンツが、統一されたデザインやレイアウトで作成され、それらを並べ直して連続し

たページとしてコンテンツを再構成する際にも、違和感なく利用することができる。 
(b) 既成の教案をそのまま利用でき、欲しい素材を検索できる。また、それらの素材を自由に組み合わ

せることにより、容易に独自の教案に沿ってコンテンツを構成できる。 
(c)デジタルカメラなどの画像素材や映像素材を用いてオリジナルのデジタル教材も簡単に作成可能。

(d)e-Learningのための国際標準規格であるLOM規格[3]、SCORM規格[4]に対応し、将来にわたってコン  

テンツの再利用が可能であると同時に互換性が保てる可能性が非常に高い。 

 
■システムの概要イメージ[図1] 
 

ReKOSの概念

3.編集結果の保存・呼び出し

2.コンテンツ並べ替/加工/登録

1.コンテンツの検索/登録

プレゼンテーション機能オーサリング機能

通信機能

SCORM1.2/LOM

3.板書機能

2.コンテンツの操作

1.編集結果表示（進/戻/目次）

ローカルデータ

CD-R/DVD

コミュニティサーバ ・コンテンツの検索/登録/語彙の利用

・編集結果の保存・呼び出し
・各種使用履歴

語彙サーバ
コンテンツサーバ

 
[図１：ReKOSの概念図(2003年度 理化学研究所（以下「RIKEN」という）資料より)] 
 
3.2 実証実験および研究の体制 
 
■研究の体制 
最先端の研究成果を持って、デジタルコンテンツ作成に取り組んでいる理化学研究所情報基盤研究部

（Ebisuzaki.Laboratory）と、知識や情報を体系的に蓄積・管理し、新たな知的活動に資する形で提供

する方法について研究を行っている筑波大学図書館情報学群(Uemastu.Laboratory)と、理科教育に積極

的に取り組んでいる神戸市教育委員会と共同で行う。 
 
■実証実験で利用するデジタルコンテンツ 
本実証実験で利用するデジタル教材については、先進的な科学技術・理科教育用デジタル教材の開

発(Rika-e Initiative)成果等[5]と神戸市独自で作成するオリジナル教材等[6]を利用する。 

 



 
 
[図2：神戸のデジタル化・神戸の自然シリーズより抜粋[6](http://www.kobe-c.ed.jp/shizen/)] 
 
■実証実験の内容[7] 
試作した「施策適合型コンテンツ」やその他のオリジナルコンテンツをReKOS上で稼動させるこ

とで実証的な検証を行い、その運用上の課題を抽出する等、デジタルコンテンツの運用や展開上の課

題を今後の事業に反映することを目的として実施する。 
 
4. ReKOSを利用した実証実験の今後の方向性 
 

ReKOSは単独で動くソフトウェアである。しかし、地域の学校教育全体を考える場合、学校内で

教員がデジタルコンテンツを共有できるのと同時に、近隣の学校間でのデータ共有等、広い分野での

情報流通・再利用ができることが望ましく、それを実現するには、学校でデジタルコンテンツを共同

利用できるデータ管理システムが必要である。 
 具体的には下記の機能が必要である。 

・利用面の向上：教員による授業に必要な素材やコンテンツの登録・検索、指導案の作成 
・運用面：セキュリティ確保、コンテンツ著作の保護 

結果、最新のＶＰＮ技術、認証技術を用いた新しい概念のネットワーク型データ流通システムを構

築することが必要である。今後、最先端の研究成果を反映したデジタル教材と各教育機関の保持する

独創性や地域性に富んだデジタル教材の両方を平易に蓄積でき、ネットワークを介し、共同利用およ

び再利用できる費用対効果の高い共同利用型のデータベース管理システムの仕組みについての開発に

取り組む必要がある。このようなネットワーク型データ流通システムは今後の教育の情報化には必須

なシステムと考えられる。 
 
■今後のネットワークを利用した実証実験のイメージ[図３] 
 
5. まとめと考察 
 

本研究の進むべき方向性は、コンテンツの共有を中心とした、教育委員会単位の利用と学校間にま

たがる情報交換を可能とするネットワーク型データ流通システムの研究開発である。結果、コンピュ

ータの整備およびインターネット利用環境が進みつつある中で、学校教育を行う現場で重要な教育コ

ンテンツの利用について、革新的な基盤を構築することとなるはずである。無論、これからの情報化

時代にふさわしい教育用素材および教育用教材の作成、蓄積および再利用の可能性を確立することが

でき、教育方法のあり方を探ることができると考える。 
また今後もデジタルコンテンツそのものと取り巻く学習環境のあり方と展開について、研究と成果の

反映を行うことを目的とし引き続き、取り組んでいきます。 
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[図 3：ネットワークを利用した実証実験のシステムイメージ] 
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